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C －19   マタニ テ/i に 又用凄 型丿唄f るμ 託

日本々友 農玖･延ﾛﾘ)I  ^ 鳴莱人歎 船£甲莫蔡ト 匹 人々漱良oA 晋木桟子

目的　 婦 人は妓娠 野心だいて、体型ガチ隼畷 よリ羞 しし

マタエテ イド レ゙スJ  沁尊 とT  る。し た才し て、マタユ ティ　y､ヽヽし又"^希型 吋平申町用いヽ

てい る涜 型とは要力しﾐ 乙りji ｽﾞ要ii する力で用 汀 いオ ヒ考 元 うれゐ。 そこr 、マタ

ユテイド し又甲人台 石' よ 砺原型｡作製りために妊娠 町 の婦人 の体型i 浙 突 り 友。

才沢　o  資料 は昭和亀3年^ ～/  月に東亨郡 酉・Zo ～ぶ)t  の㈲竃婦り妊 椎 耳 虻7 ～ノo

Xi^H の鮑廟値 乙゙ある。測 昿は落 月乙名 の亜帥刺史 乞(  仄。

・測剋エＨﾚ よ、各部祉 のSl径,   -I 径.   禰径,    矢頻径 お' よび肩 角度でヽある。
・横断 待型 おヽよび縦断 体'^t 刺 史しX  ＼り ヽ月の人 か 竃製 作 レ 立体範貯 に ぶる マタエ

ティ 肛永型亙作製した。

So 果　 ・妊履 期間甲は 、青函よ') む前面の伜型変杷か人 ざい 。仰 位別 に 見淑ぱ、外
に 下野 胸哨 ぶ 川'c，到 臍点､わ'よｙ 前二暉輯烏 の欠化 が庫ド 。ヽ そ べ5    k.   希 希辱

乙比較ト. 會弦 打よゾ 刺長'/z わ'レヽ てば屡I言 変ヽ化が呪 ら八 仄。

・ マタエ テi' 昿奥型は、斡裸体m とi て腹節 の小く ラみ量 ヒや る参り分量t 菌 ラ八ね

え 冽e 奪 じ に 前こ 腸 もt'^ 礼しTi vi 八ぶ バh レ こヽV  す わJbしk ．

C －20 1］-  'j ン グ’カ ラ-  に関t   ゐ研 気（ 衿 勝 と衿 孔さ の肝|きIこつい て)

東 数学筥、瓦軟 質　 石 も フe  3-　o 森 谷 今 息｝

目 的　 □ ーリ ングカ ラ ーII  お いて、粟 閥段 栢 でa 衿 の形 奴&  吸 艮1  ゐ 尺さ な孕 釆 で

あ る、衿 死き の聞 き寸 法 と衿 孵・ 匍 さ ）a 不明*t  で`あ ゐ 。本t  験 で13  こ れ い こつ ヽヽ t  ,

葉 図 とt  来に>) 。闇係 、 刈 質 の違い に よ ゐ左 哭に タい て秀 聚レ 、救 理的 関 係 乞明b  むヽ

に し、衿 殖 作 の合 理 性 をla  か ゐ手 を- 目的 とし丁こ.

-r ま　 製 図　 直嘩 叙 乃にj; る 方?i､と肩 を 重杓 ゐT 壕 を用 い、C り寸 貳、脅n  す
μ ば

０、1  .    3 、^｀.     7 .     9｡//c 。n.の7  俺 £レ、 衿 幅ia 前 哨 べr  ぷCM. 後 申
、ぐ ど7 。 とし

、衿 ≪. き の角洩 、3 A角としrこ。

煮験 材料　 ベッ ベ･ﾚ ｸﾞ羽 一璽.  ロ-  ン、ブa    ード` ク ロ ス、?  =  ム の4 連 。

測 免　 人 台に 葛 用f  ^ 、 肩 と後 り い こお･1 石衿 疼 、 衿t  き の聞 き 寸法 色丙製

図宏 に.j; %  4. の、名 々 ラ ンダl･ヽ に了 回 ず フ禰M.  I T-- ・

憾 累、 直線 靫 ち に よる 才汰 ■ `a 、<   り 寸汰 が`勿<  な るヒ 衿光 き･り開 き ほ 小丿 之 なり

、 衿 噂i* 低く な っrこ。笏 先 き の聞 き の 最久13//､3， 、最小･a  S.HoM、衿 疼・ 最 沢･3. 3.3 － 、

最 ふヽa/｡4．裴 洩であ 。rこ。 肩S.  4  ね%  方法 で" IJ .   t ね てr 沃 が今 乙 な る乙衿^  きの聞 き

､a 八 き<  な り 、衿諦､3  Si く な.r こ。衿 兇き の聞 き の最 沢
、3i．2ctK、最d 、)a3.2．、衿腰 の

最 芦、は2.0 cm.、 義､J、･3 a5。｡麗 度z あ゙ 、r- 。双 さ共 にμ 質闘 に13 %  が認c  ら れre 。^  に 烏

＼'-.お'1 ね衿膚･と｡楡 申 心I'- お11 ゐ衿 瀋 と・ 闇1-  は、^    り 可畝 、 竃抑 寸廓 二･関 係 な 砥. 一

艮 の鮨 急t）々あ ね辱ざ わ むヽ ･、r: 。


